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光が丘第三小学校・光が丘第四小学校 統合準備会(第12回） 要点記録 

 

開 催 日 時 平成 21年 7月28日（火）午後 7時～午後8時 20分 

会    場 光が丘第三小学校 図書室 

委 員 

長田信彦、岩本重雄、長久保昌典、赤羽根智、當山真浩、羽毛田正子、

鈴木琢磨、村木智行、福島幸恵、照井博子、春日清香、小澤利彦、髙

橋司郎、久保田英一、深野良子、横尾安子（敬称略） 

そ の 他 学校教育部長 

出 席 者 

事 務 局 新しい学校づくり担当課 

傍 聴 者 3人 

案   件 

１ 統合準備会（第 11回）の要点記録の確認 
２ 統合新校の校名について（報告） 
３ 統合新校の通学路の安全確保について 
４ 統合新校の校歌について 
５ 統合新校の校章について 
６ その他 

 

 

１ 統合準備会（第11回）の要点記録の確認 

 
事務局 
事務局が作成した「統合準備会（第11回）の要点記録（案）」の内容を、委員の方々に確認

してもらいたい。訂正すべき点があった場合は、8月4日（火）までに事務局へ連絡してほし

い。その後、発言者を無記名にして、新しい学校づくり担当課のホームページで公開する。 

 
 
２ 統合新校の校名について（報告） 

 
事務局 
6月 17日、練馬区議会の第二回定例会において、「練馬区立学校設置条例の一部を改正する

条例」が可決された。これにより、光が丘第三小学校と光が丘第四小学校の統合新校の校名が

正式に「光が丘春の風小学校」と決定した。 
 

－ 質疑なし － 

 

 

３ 統合新校の通学路の安全確保について 
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資料「統合新校の通学路の安全確保について」に沿って事務局から説明。 

 

【概要】 

(1) 前回の統合準備会で出された主な意見・要望について 

①（意見・要望）団地内には分譲の私有地もあるので、通学路の指定には配慮が必要 

（対応策）通学路の指定での配慮 

②（意見・要望）光三小の通学区域から通う児童が使用する信号について、歩行者用押しボタ

ン式信号にして青の時間延長の要請 
（対応策）光が丘警察署に相談 

③（意見・要望）光三小の児童の通学路変更に伴う、学童擁護誘導員の配置 
（対応策）配置の検討 

 
(2) 統合新校の通学路（案） 

資料「新通学路（案）」に沿って学校から説明。 

・光四小の通学路は維持する 

・光三小の通学区域からまず太い道に出て、大通り南公園、春の風公園または光が丘南通りを

通り、光四小の正門、南門、西門（新設）までの通学路を指定する 

 

 

会長 
説明について、質問や意見があればお願いしたい。 

 
委員 
新設する西門の大きさは 1.8ｍと聞いたが、もっと大きい門にできないか。また、門の前に

駐輪場が置いてあったり、歩道橋の入り口の坂道になっているので、登下校時に、スピードを

出した自転車と児童がぶつからないか心配なので、西門周辺の整備もお願いしたい。 
 
事務局 
門の開口部は 1.8ｍであり、児童が通るには十分な広さと考えている。門の入り口前にある

駐輪場は隣接する光が丘第五保育園のものだが、現在、駐輪場前の通路を広げられないか、関

係課と協議しているところである。 

 

委員 
雨の日、傘を差して一人しか通れないので、門を広げてほしい。 

 
委員 
小学生が使う傘は、55cmのものが一般的である。門の大きさが1.8ｍだと、傘を差して二人

通れないので、広げてほしい。また、児童と通行人との動線も重なるので、門の設置場所も検

討してほしい。 
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事務局 
工事説明会でも説明したとおり、西門の設置場所や大きさについては決定済である。門周辺

の環境整備については検討していく。 

 

委員 
1.8ｍ以上広げられないのか。 

 

委員 
光三小の通学区域から新校に通う児童は、西門を一番多く使うこととなる。裏門のようなもので

はなく、りっぱな門を作ってほしい。 
 

事務局 
現在使用している校舎を改修して門を設置するので、この場所にこれ以上大きい門を新設す

ることは困難である。児童の通学には差し支えない門であると考えている。 

 

委員 
要望は要望として区に伝えればよい。光が丘地区は都市計画法等、様々な制約があり、その

中で、門を設置することが思い切った決断であったことも理解する必要がある。 

 

委員 
PTA が通学路をパトロールしたところ、公園内で木の剪定や外灯を増やしてほしい場所があ

った。後日、事務局へ伝えるので対応してほしい。 

 

事務局 
具体的に指摘してもらえれば、所管課へ伝える。 

 

 

４ 統合新校の校歌について 

 

〔統合新校の校歌の募集および制作方法について、事務局から説明〕 

 

【概要】 

(1) 校歌に入れたい言葉の募集期間 

平成21年8月25日（火）～9月15日（火） 

 

(2) 制作方法 

① 委員の方から、知り合いなどで校歌の作詞や作曲を引き受けてくれそうな方を事務局へ

連絡してもらう 

② 委員の方から提案された作詞家・作曲家をもとに、第14回（9月下旬開催予定）および

第15回（10月下旬開催予定）統合準備会の協議で候補者を選定する 
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※ 委員からの提案がない場合、事務局で制作会社に依頼する。 

③ 11月中に、事務局が作詞家・作曲家と校歌制作の契約を行う 

④ 第16回（11月下旬開催予定）統合準備会までに校歌の歌詞に入れたい言葉を絞り込む 

⑤ 12月上旬に、統合準備会の協議結果を作詞家に伝えて校歌の作詞を依頼する 

⑥ 歌詞が出来次第、作曲家に曲の制作を依頼する 

⑦ 3月校歌完成 

 

 

会長 
説明について、質問や意見があればお願いしたい。 

 

委員 
校歌の制作を頼めそうな方を何人か知っているが、どのように打診すればよいか。 

 
事務局 
統合準備会で決まれば、制作を頼めますかという言い方で、打診していただきたい。 

 
委員 
区内在住の方を重視するか。 

 
事務局 
準備会で判断してほしい。 

 
委員 
事務局で制作会社に依頼する場合、どのような会社に依頼するのか。また、今まで依頼した

ことはあるか。 
 
事務局 
民間の音楽制作会社を想定している。練馬区では学校統合が初めてなので、今まで依頼した

ことはない。 
 
会長 
他に意見はあるか。なければ、事務局案のとおり校歌に入れたい言葉を募集していくことで

よろしいか。 

 

－ 異議なし － 

 

 

５ 統合新校の校章について 

 



 - 5 - 

〔統合新校の校章図案の募集結果について、事務局から説明〕 

 

【概要】 

(1) 募集期間 

平成21年6月18日（木）～ 7月17日（金） 

 

(2) 応募件数 

① 光が丘四季の香小学校（光が丘第一小学校と光が丘第二小学校の統合新校） 

・応募件数（延べ）125 件〔内訳 児童 83 件、保護者・教職員 10 件、光が丘・周辺地域 20

件、その他の地域12件〕 

② 光が丘春の風小学校（光が丘第三小学校と光が丘第四小学校の統合新校） 

・応募件数（延べ）270 件〔内訳 児童 192 件、保護者・教職員37件、光が丘・周辺地域28

件、その他の地域13件〕 

③ 光が丘夏の雲小学校（光が丘第五小学校と光が丘第六小学校の統合新校） 

・応募件数（延べ）171 件〔内訳 児童 106 件、保護者・教職員35件、光が丘・周辺地域20

件、その他の地域10件〕 

④ 光が丘秋の陽小学校（光が丘第七小学校と田柄第三小学校の統合新校） 

・応募件数（延べ）131 件〔内訳 児童 82 件、保護者・教職員 17 件、光が丘・周辺地域 21

件、その他の地域11件〕 

 

(3) 校章図案 

〔4 つの統合新校の校章図案を報告。詳細は、新しい学校づくり担当課ホームページ上の〔光

が丘地区統合新校の校章図案を募集しました〕を参照〕 

ホームページアドレス 

http://www.city.nerima.tokyo.jp/gakkou/atarasi/kousyou_kekka.html 

 

〔校章の選定方法の事務局案を説明〕 

① 本日、募集結果の報告および検討 

② 応募された図案の中から統合新校の校章にふさわしいと思うものを、委員一人あたり 5 件

以内で選び、事務局へ提出してもらう 

③ 上位の校章図案を必要に応じて専門家に補正してもらい、それをもとに、次回の準備会で

一定の絞り込みを行う 

④ 次々回の準備会で、前回絞り込んだ校章図案をもとに検討し、最終的に1つに選定する 

 

 

会長 
校章図案の募集結果を見て、一人ずつ意見や感想をお願いしたい。 

 
委員 
応募結果を見ると、桜のデザインが多い印象である。1人5件選んでも、バラバラの図案が
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出てしまうと、絞り込みが難しいと思う。 

 
委員 
大人と子供の作品では完成度が明らかに違う。応募件数が多いので、選ぶのが難しい。 
 

委員 
芸術的感性で選ぶしかない。 

 
委員 
どれもよい図案である。5つ選ぶのは難しい。 

 
委員 
児童が自信を持って付けられる校章を選んでいきたい。 

 
委員 
春の風の「の」を入れずに「春風」と表記している図案は外そうと思っている。 

 
委員 
大人の作成した図案はきれいだが、なるべく子供の図案を選びたい。 

 
委員 
「春小」と表記されている図案は、春日小とデザインが重ならないか。 

 
委員 
子供の図案をなるべく多く補正してもらえれば、選びやすくなる。 

 
委員 
春の風の「の」の表記には大きな意味がある。また、補正すると、かなりイメージが変わる

と思う。 

 
委員 
専門家の補正は必ずしなければならないのか。 

 
事務局 
子供たちの作成した図案は、鉛筆書きでフリーハンドのものがほとんどである、そのため、

線を太くする等、見栄えを良くし、委員の方に見ていただこうと思っている。しかし、全ての

図案を補正することはできないため、一定程度絞り込んだ図案を補正していきたい。 

 
委員 
色がつくと、印象も大分違ってくると思う。 
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会長 
各委員から感想等を聞かせていただいたが、校章の選定方法については、事務局案のとおり、

各委員が5件以内で選んでいくことでよいか。 
 
委員 
1人5件だと、最大100件となり、絞り込むのが大変だ。3件にしてはどうか。 

 
会長 

1人 3件以内で選んでいくことでよいか。 
 
－ 異議なし － 
 
事務局 
各委員あてに選考用紙を送付するので、8月6日までに返送してほしい。選考の結果、上位

の作品を必要に応じて補正し、次回の準備会で報告する。 
 
 
６ その他 

 
副会長 
次回は8月 28 日（金）午後7時から、光三小で開催し、主に校章と通学路について検討す

る。本日は、これをもって終了する。 

 


